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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第67期
第３四半期
連結累計期間

第68期
第３四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （百万円） 74,191 50,994 95,409

経常利益 （百万円） 191 778 1,081

四半期（当期）純利益 （百万円） 62 274 577

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △16 278 469

純資産額 （百万円） 11,725 12,925 12,206

総資産額 （百万円） 41,325 41,402 42,126

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 3.32 14.16 30.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.06 30.32 28.10

　

回次
第67期
第３四半期
連結会計期間

第68期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

（円） △2.60 △6.86

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第67期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

(システム・ソリューション事業)

当第３四半期連結会計期間において、株式の取得により幸栄電機株式会社を連結子会社と致しまし

た。

この結果、平成23年12月31日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社４社並びに非連結子会社

１社により構成されることとなりました。

なお、平成23年４月１日付で当社の完全子会社である㈱ヤシマ・エコ・システムを分割会社とし、当

社を承継会社とする吸収分割を実施し、同社の保守サービス事業(小工事を含む)を除く空調機器製品等

の販売・工事事業を当社が承継しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により被災地に壊滅的な打撃を受け
たのみならず、サプライチェーン寸断を通じて生産活動が停滞し、原発事故を併発したことで電力不足
による消費活動にもブレーキとなりました。
更に秋以降は、欧州債務危機の再発や中国経済の減速など、海外景気の変調をきっかけに、円高進行・
海外需要の下振れによる輸出の伸び悩み、復興需要の遅れによる在庫率の高止まりなど、景気回復に停
滞感が出てきました。
このような状況下において、当社グループは平成23年４月からグループ空調事業の再編による競争力
強化、10月には配電盤・制御盤などの設計・製作及びメンテナンスを主たる事業とする幸栄電機株式会
社の子会社化など業容の拡大と企業価値向上に取り組んで参りました。

しかし一方では、引き続きアミューズメント分野の在庫調整と震災後の鉄道関連設備投資が一部凍結

されるなどの影響を受けました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は509億94百万円と前年同四半期に比べ231億97百万円

(前年同四半期比31.3％減)の減収となりました。しかし、工事案件の増加に伴い、売上総利益率の向上に

努めた結果、営業利益は7億8百万円と前年同四半期に比べ6億1百万円(前年同四半期比563.4％増)の増

益となりました。また、経常利益は7億78百万円と前年同四半期に比べ5億87百万円(前年同四半期比

306.8％増)、四半期純利益は2億74百万円と前年同四半期に比べ2億12百万円(前年同四半期比342.6％

増)とそれぞれ増益となりました。

　
セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①システム・ソリューション事業

鉄鋼及び石油化学分野は、老朽化更新工事等CO2削減・省エネ環境関連の投資に対応しました。また、

電気総量規制に関連した自家用発電設備の需要が高まり好調に推移いたしました。

運輸分野は、省エネ・省電力・省人化に対する投資はありましたが、東日本大震災に伴う計画停電等

の影響による大幅な設備投資計画の見直しがあり低調に推移いたしました。

空調事業は、工事案件の競争力強化により、収益力向上がはかられました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は400億38百万円と前年同四半期に比べ3億円（前年

同四半期比0.8％増）の増収となり、工事案件の増加に伴う売上総利益率の向上などにより、セグメン

ト利益（営業利益）は17億27百万円と前年同四半期に比べ10億21百万円（前年同四半期比144.7％

増）の増益となりました。

　

EDINET提出書類

八洲電機株式会社(E02812)

四半期報告書

 3/19



　

②電子デバイス・コンポーネント事業

産業分野向け半導体は、震災後の物流確保による増産を見込みましたが、中国市場の減退、円高によ
る輸出・生産の減少など、半導体の市場在庫調整に加え、タイの洪水被害による生産計画の縮小などで
低調に推移いたしました。
アミューズメント分野では、表示パネル用液晶ディスプレイの需要減少に歯止めが利かず、低調に推
移いたしました。
その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は109億56百万円と前年同四半期に比べ234億97百万
円（前年同四半期比68.2％減）の減収、セグメント利益（営業利益）は1億50百万円と前年同四半期に
比べ3億13百万円（前年同四半期比67.6％減）の減益となりました。

　
(2)　財政状態の分析　

（流動資産）   

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は359億99百万円で、前連結会計年度末に比

べ22億39百万円減少しております。主な要因は、商品(34億22百万円から44億93百万円へ10億70百万円

増)が増加した一方、受取手形及び売掛金（234億36百万円から210億12百万円へ24億23百万円減）、未

収入金（38億43百万円から30億22百万円へ8億20百万円減）が減少したことによるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は54億3百万円で、前連結会計年度末に比べ

15億15百万円増加しております。主な要因は、建物（4億70百万円から5億80百万円へ1億10百万円

増）、土地（5億79百万円から7億34百万円へ1億54百万円増）、ソフトウエア仮勘定（3億39百万円か

ら10億22百万円へ6億83百万円増）、のれん(3億円増)、投資有価証券（13億8百万円から16億38百万円

へ3億29百万円増）が増加した一方、ソフトウエア（2億73百万円から1億91百万円へ81百万円減）が

減少したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は284億77百万円で、前連結会計年度末に比べ14

億43百万円減少しております。主な要因は、前受金（8億32百万円から15億66百万円へ7億34百万円

増）、長期借入金（5億13百万円増）が増加した一方、支払手形及び買掛金（208億30百万円から191億

9百万円へ17億21百万円減）、未払金（49億82百万円から44億22百万円へ5億60百万円減）、未払法人

税等（3億49百万円から1億4百万円へ2億45百万円減）、賞与引当金（5億16百万円から3億27百万円へ

1億89百万円減）が減少したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は129億25百万円で、前連結会計年度末に比べ7

億19百万円増加しております。主な要因は、資本金（11億76百万円から15億25百万円へ3億49百万円

増）、資本剰余金（6億27百万円から9億77百万円へ3億49百万円増）が増加したことによるものであ

ります。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4)　主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設備

は、次のとおりであります。

　異動

当社の連結子会社である㈱ヤシマ・エコ・システムが使用していた本社は、会社分割に伴い当社

に所有権が移転し、平成23年７月に本社を千住事業所に統合しております。なお、㈱ヤシマ・エコ・

システムが使用していた本社は当社が所有しておりますが、現在休止中であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

②  【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,407,500 21,782,500
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 21,407,500 21,782,500－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成23年12月８日
(注) １

2,200,00021,407,500 349 1,525 349 977

(注)　１　有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)

 　　　　発行価格　　　　　　　      337円

 　　　　引受価額　　　　　　　   317.75円

 　　　　資本組入額　　　　　　  158.875円

　２　平成24年１月４日を払込期日とし、大和証券キャピタル・マーケッツ株式会社を割当先とする第三者割当増資

により、発行済株式総数が375,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ59百万円増加しております。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

①　【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,198,000 191,980 －

単元未満株式 普通株式 8,400 － －

発行済株式総数 　 19,207,500 － －

総株主の議決権 － 191,980 －

　

②　【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

八洲電機㈱ 東京都港区新橋三丁目１番１号 1,100 － 1,100 0.01

計 － 1,100 － 1,100 0.01

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて

記載しております。

２.  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,437 6,423

受取手形及び売掛金 23,436 21,012

有価証券 624 282

商品 3,422 4,493

未成工事支出金 96 190

仕掛品 － 94

原材料 － 7

未収入金 ※2
 3,843

※2
 3,022

繰延税金資産 341 248

その他 128 341

貸倒引当金 △90 △117

流動資産合計 38,239 35,999

固定資産

有形固定資産 1,168 1,468

無形固定資産 627 1,526

投資その他の資産

その他 2,166 2,482

貸倒引当金 △74 △74

投資その他の資産合計 2,091 2,407

固定資産合計 3,887 5,403

資産合計 42,126 41,402

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,830 19,109

短期借入金 310 350

未払金 ※2
 4,982

※2
 4,422

未払法人税等 349 104

賞与引当金 516 327

その他 1,314 2,018

流動負債合計 28,303 26,332

固定負債

長期借入金 － 513

退職給付引当金 1,385 1,422

繰延税金負債 1 13

資産除去債務 8 8

その他 221 186

固定負債合計 1,616 2,145

負債合計 29,920 28,477
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,176 1,525

資本剰余金 627 977

利益剰余金 9,956 9,982

自己株式 △0 △0

株主資本合計 11,760 12,485

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 76 67

その他の包括利益累計額合計 76 67

少数株主持分 368 372

純資産合計 12,206 12,925

負債純資産合計 42,126 41,402
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 74,191 50,994

売上原価 67,367 43,466

売上総利益 6,824 7,528

販売費及び一般管理費 6,717 6,819

営業利益 106 708

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 24 28

仕入割引 18 17

業務受託料 14 11

不動産賃貸料 51 24

その他 42 43

営業外収益合計 158 131

営業外費用

支払利息 2 5

売上債権売却損 23 4

不動産賃貸原価 31 17

株式交付費 － 25

その他 15 9

営業外費用合計 73 61

経常利益 191 778

特別利益

固定資産売却益 － 77

投資有価証券売却益 0 0

会員権売却益 － 0

保険解約返戻金 － 24

その他 － 1

特別利益合計 0 103

特別損失

固定資産除却損 2 0

投資有価証券売却損 0 0

投資有価証券評価損 2 102

減損損失 － 3

事務所移転費用 1 1

リース解約損 － 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7 －

特別損失合計 15 110

税金等調整前四半期純利益 176 772
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 31 320

法人税等調整額 74 157

法人税等合計 106 478

少数株主損益調整前四半期純利益 70 294

少数株主利益 8 19

四半期純利益 62 274
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 70 294

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △86 △15

その他の包括利益合計 △86 △15

四半期包括利益 △16 278

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △15 264

少数株主に係る四半期包括利益 △0 13

EDINET提出書類

八洲電機株式会社(E02812)

四半期報告書

12/19



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結会計期間より、株式取得に伴い幸栄電機株式会社が新たに子会社となったため、連結の

範囲に含めております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び
誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関
する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形割引高 －百万円 99百万円

受取手形裏書譲渡高 3百万円 217百万円

　

※２  包括代理受注契約に基づく取引残高

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

未収入金 3,759百万円 3,002百万円

未払金 4,310百万円 3,575百万円

包括代理受注契約とは、請負者の代理人として契約し、その権利・義務を承継する取引であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償

却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

減価償却費 152百万円 166百万円

のれんの償却額 －百万円 13百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 243 13.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 249 13.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

当第３四半期連結累計期間において、当社は、東証一部指定と同時に平成23年12月８日を払込期日とする

公募による新株発行増資を行いました。この結果、資本金が349百万円、資本準備金が349百万円増加してお

ります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

システム・ソ
リューション事

業

電子デバイス・
コンポーネント

事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 39,738 34,453 74,191 74,191 － 74,191

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － － －

計 39,738 34,453 74,191 74,191 － 74,191

セグメント利益 705 463 1,169 1,169 △1,062 106

(注) １　セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係る経費であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

システム・ソ
リューション事

業

電子デバイス・
コンポーネント

事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 40,038 10,956 50,994 50,994 － 50,994

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － － －

計 40,038 10,956 50,994 50,994 － 50,994

セグメント利益 1,727 150 1,877 1,877 △1,168 708

(注) １　セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係る経費であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

「システム・ソリューション事業」セグメントにおいて、幸栄電機株式会社の全株式を取得し、連結子

会社といたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては300

百万円であります。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日)

  取得による企業結合

当社は平成23年８月24日開催の取締役会において、配電盤・分電盤・中央監視盤・計装盤・制御盤な

どの設計・製作及びメンテナンスを主たる事業とする幸栄電機株式会社の全株式を取得することを決議

し、平成23年８月29日に株式譲渡契約を締結いたしました。これにより、同社は、平成23年10月３日付で当

社の完全子会社となりました。

(1)被取得企業の名称及び事業の内容、規模、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形

式、結合後企業の名称、取得した議決権比率、取得企業を決定するに至った主な根拠

①　被取得企業の名称、事業の内容及び規模(平成23年９月期)

　被取得企業　　　幸栄電機株式会社

　事業の内容　　　各種電気機器の設計・製作・販売ほか

規模 資本金： 10百万円

　 総資産： 1,446百万円

　 売上高： 1,647百万円

②　企業結合を行った主な理由

当社は中核事業でありますシステム・ソリューション事業において、鉄鋼・石油・化学などのプラ

ントシステム分野、薬品・食品・精密電子などの産業システム分野、鉄道・上下水道・電力などの社会

システム分野など幅広い分野に、電気機器の販売及び設備の設計・施工などシステムソリューション

を展開しております。

この度、株式を取得し子会社化する幸栄電機株式会社は、配電盤・分電盤・中央監視盤・計装盤・制

御盤などの設計・製作及びメンテナンスを主たる事業としております。

これまで当社は、更なる業容の拡大・拡充を図るべくシステム・ソリューション事業において、特に

技術面でのシナジー効果を共有し得る戦略的なアライアンスについて、様々な角度で検討を続けてま

いりました。

その結果、システム・ソリューション事業における新規主要顧客の獲得や、これまで当社が長年培っ

た受変電技術力と幸栄電機株式会社の有する技術力をもって受変電設備から制御盤までのトータルソ

リューションをお客様に提供することができ、シナジー効果が中長期的に見込まれることなど総合的

に勘案し幸栄電機株式会社の全株式を取得し、子会社化することといたしました。

③　企業結合日

　平成23年10月３日

④　企業結合の法的形式

　株式取得　

⑤　結合後企業の名称

　幸栄電機株式会社
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⑥　取得した議決権比率

取得前の議決権比率 －％

取得後の議決権比率 100％

⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が現金を対価として幸栄電機株式会社の株式を100%取得したためであります。

　

(2)四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成23年10月１日から平成23年12月31日

　

(3)被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 　 780百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 5百万円

取得原価 　 785百万円

　

(4)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　①　発生したのれんの金額

　　　313百万円

　②　発生原因

　　　将来における超過収益力によるものであります。

　③　償却方法及び償却期間　　

　　　６年間にわたる均等償却

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 3.32円 14.16円

(算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 62 274

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 62 274

普通株式の期中平均株式数 (千株) 18,719 19,398

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

八洲電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平　　井　　　　　清   印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    栗　　原　　幸　　夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている八洲
電機株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適切に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独自の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、八洲電機株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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